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第 58－3－10 図 機器配置図（原子炉建屋廃棄物処理棟 3 階） 
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第 58－3－11 機器配置図（核計装配置図） 
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系統図 
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第 58－4－1 図 主要設備 系統概要図（1／3） 
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第 58－4－2 図 主要設備 系統概要図（2／3） 
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1. 概要

本説明書は，計測制御系統施設の以下の計測装置の構成並びに計測範囲及

び警報動作範囲について説明するものである。 

(1) 起動領域計測装置及び出力領域計測装置

(2) 原子炉圧力容器本体の入口又は出口の原子炉冷却材の圧力，温度又は流

量（代替注水の流量を含む。）を計測する装置

(3) 原子炉圧力容器本体内の圧力又は水位を計測する装置

(4) 原子炉格納容器本体内の圧力，温度，酸素ガス濃度又は水素ガス濃度を

計測する装置

(5) 原子炉格納容器本体への冷却材流量を計測する装置

(6) 原子炉格納容器本体の水位を計測する装置

(7) 原子炉建屋内の水素ガス濃度を計測する装置

(8) 放射線管理用計測装置

(9) その他重大事故等対処設備の計測装置

2. 基本方針

重大事故等時において，原子炉施設の主要なプロセス量を計測して，その

計測結果を中央制御室において監視するため，以下に示す計測装置を設置す

る。また，重大事故等時において期待されるパラメータに対して，その計測

結果を中央制御室において監視するため，以下に示す計測装置を設置する。 

2.1 起動領域計測装置及び出力領域計測装置 

 本計測装置は，炉心中性子束レベル（起動領域，出力領域）を計測し

て，その計測結果を中央制御室に指示し，記録する目的で設置する。 
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2.2 原子炉圧力容器本体の入口又は出口の原子炉冷却材の圧力，温度又は流

量（代替注水の流量を含む。）を計測する装置 

本計測装置は，原子炉圧力容器本体の入口又は出口の原子炉冷却材の

圧力（常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力，常設低圧代替注水系ポンプ

吐出圧力，代替循環冷却系ポンプ吐出圧力，原子炉隔離時冷却系ポンプ

吐出圧力，高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力，残留熱除去系ポンプ吐

出圧力，低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力），温度（代替循環冷却系ポ

ンプ入口温度，残留熱除去系熱交換器入口温度，残留熱除去系熱交換器

出口温度）及び流量（高圧代替注水系系統流量，低圧代替注水系原子炉

注水流量，代替循環冷却系原子炉注水流量，原子炉隔離時冷却系系統流

量，高圧炉心スプレイ系系統流量，残留熱除去系系統流量，低圧炉心ス

プレイ系系統流量）を計測して，その計測結果を中央制御室に指示し，

記録する目的で設置する。 

2.3 原子炉圧力容器本体内の圧力又は水位を計測する装置 

 本計測装置は，原子炉圧力容器本体内の圧力（原子炉圧力，原子炉圧

力（ＳＡ））及び水位（原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原

子炉水位（ＳＡ広帯域），原子炉水位（ＳＡ燃料域））を計測して，その

計測結果を中央制御室に指示し，記録する目的で設置する。 

2.4 原子炉格納容器本体内の圧力，温度，酸素ガス濃度又は水素ガス濃度を

計測する装置 

 本計測装置は，原子炉格納容器本体内の圧力（ドライウェル圧力，サ

プレッション・チェンバ圧力），温度（ドライウェル雰囲気温度，サプレ

ッション・チェンバ雰囲気温度，サプレッション・プール水温度），酸素
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濃度（格納容器内酸素濃度（ＳＡ））及び水素濃度（格納容器内水素濃度

（ＳＡ））を計測して，その計測結果を中央制御室に指示し，記録する目

的で設置する。 

 原子炉格納容器本体内の温度（格納容器下部水温）を計測する装置は，

格納容器破損及びデブリ落下・堆積を検知して，その検知結果を中央制

御室に指示し，記録する目的で設置する。 

2.5 原子炉格納容器本体への冷却材流量を計測する装置 

 本計測装置は，原子炉格納容器本体への冷却材流量（低圧代替注水系

格納容器スプレイ流量，低圧代替注水系格納容器下部注水流量，代替循

環冷却系格納容器スプレイ流量）を計測して，その計測結果を中央制御

室に指示し，記録する目的で設置する。 

2.6 原子炉格納容器本体の水位を計測する装置 

 本計測装置は，原子炉格納容器本体の水位（サプレッション・プール

水位）を計測して，その計測結果を中央制御室に指示し，記録する目的

で設置する。 

 原子炉格納容器本体の水位（格納容器下部水位）を計測する装置は，

溶融炉心の冷却に必要な水深があることを計測して，その計測結果を中

央制御室に指示し，記録する目的で設置する。 

2.7 原子炉建屋内の水素ガス濃度を計測する装置 

 本計測装置は，原子炉建屋内の水素濃度を計測して，その計測結果を

中央制御室に指示し，記録する目的で設置する。 
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2.8 放射線管理用計測装置 

 本計測装置は，原子炉格納容器内の放射線量率（格納容器雰囲気放射

線モニタ（Ｄ／Ｗ），格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ）），フィルタ

装置出口の放射線量率（フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低

レンジ）），耐圧強化ベント系の放射線量率（耐圧強化ベント系放射線モ

ニタ）及び使用済燃料プールの放射線量率（使用済燃料プールエリア放

射線モニタ（高レンジ・低レンジ））を計測して，その計測結果を中央制

御室に指示し，記録する目的で設置する。 

2.9 その他重大事故等対処設備の計測装置 

 本計測装置は，その他重大事故等の対応に必要な原子炉施設の状態を

把握するためのパラメータ（原子炉圧力容器温度，フィルタ装置水位，

フィルタ装置圧力，フィルタ装置スクラビング水温度，フィルタ装置入

口水素濃度，残留熱除去系海水系系統流量，緊急用海水系流量（残留熱

除去系熱交換器），緊急用海水系流量（残留熱除去系補機），代替淡水貯

槽水位，西側淡水貯水設備水位，静的触媒式水素再結合器動作監視装置，

使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域），使用済燃料プール温度（ＳＡ）），

使用済燃料プール監視カメラを計測して，その計測結果を中央制御室に

指示し，記録する目的で設置する。 
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表 58－6－1 可搬型計測器の測定対象パラメータ 

監視パラメータ 

原子炉圧力容器温度 格納容器下部水位 

原子炉圧力 フィルタ装置水位

原子炉圧力（ＳＡ） フィルタ装置圧力

原子炉水位（広帯域） フィルタ装置スクラビング水温度

原子炉水位（燃料域） 代替循環冷却系ポンプ入口温度 

原子炉水位（ＳＡ広帯域） 代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

原子炉水位（ＳＡ燃料域） 残留熱除去系熱交換器入口温度 

高圧代替注水系系統流量 残留熱除去系熱交換器出口温度 

原子炉隔離時冷却系系統流量 残留熱除去系海水系系統流量 

高圧炉心スプレイ系系統流量 緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

低圧代替注水系原子炉注水流量 緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

代替循環冷却系原子炉注水流量 代替淡水貯槽水位 

残留熱除去系系統流量 西側淡水貯水設備水位 

低圧炉心スプレイ系系統流量 常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

低圧代替注水系格納容器下部注水流量 高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

ドライウェル雰囲気温度 代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

サプレッション・チェンバ雰囲気温度 残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

サプレッション・プール水温度 低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

格納容器下部水温 常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

ドライウェル圧力 静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

サプレッション・チェンバ圧力 使用済燃料プール温度（ＳＡ広域） 

サプレッション・プール水位 使用済燃料プール温度（ＳＡ） 
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4. 計測装置の計測範囲及び警報動作範囲 

 計測装置の計測範囲及び警報動作範囲について，第 58－6－2,3 表に示す。 
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※1 ：プラント状態の定義は，以下のとおり。

・通常運転時：計画的に行われる起動，停止，出力運転，高温停止，冷温停止，燃料取替等の原子炉施設の運転であって，その運転状態が所

定の制限内にあるもの。通常運転時に想定される設計値を記載。

・運転時の異常な過渡変化時：原子炉施設の寿命期間中に予想される機器の単一故障若しくは誤動作又は運転員の単一の誤操作，及びこれら

と類似の頻度で発生すると予想される外乱によって生ずる異常な状態。運転時の異常な過渡変化時に想定される設計値を記載。

・設計基準事故時：「運転時の異常な過渡変化」を超える異常な状態であって，発生する頻度は希であるが，原子炉施設の安全設計の観点から

想定されるもの。設計基準事故時に想定される設計値を記載。

・重大事故等時：原子炉施設の安全設計の観点から想定される事故を超える事故の発生により，原子炉の炉心の著しい損傷が発生するおそれ

がある状態又は炉心の著しい損傷が発生した状態。重大事故等時に想定される設計値を記載。

※2 ：常設設備による対応時及び可搬型設備による対応時の両方で使用

※3 ：可搬型設備による対応時に使用

※4 ：狭帯域流量

※5 ：基準点は蒸気乾燥器スカート下端（ベッセルゼロレベルより 1,340cm）

※6 ：基準点は燃料有効長頂部（ベッセルゼロレベルより 915cm）

※7 ：ＲＰＶ破損及びデブリ落下・堆積検知（高さ 0m,0.2m 位置水温計兼デブリ検知器）

※8 ：ペデスタル底面（コリウムシールド上表面：EL.11,806mm）からの高さ

※9 ：基準点は通常運転水位 EL.3,030mm（サプレッション・チェンバ底部より 7,030mm）

※10：ＲＰＶ破損前までの水位管理（高さ 1m 超水位計）

※11：ＲＰＶ破損後の水位管理（デブリ堆積高さ＜0.2m の場合）（高さ 0.5m,1.0m 未満水位計）

※12：ＲＰＶ破損後の水位管理（デブリ堆積高さ≧0.2m の場合）（満水管理水位計）

※13：炉心損傷は，原子炉停止後の経過時間における格納容器雰囲気放射線モニタの値で判断する。原子炉停止直後に炉心損傷した場合の判断値

は約 10Sv／h（経過時間とともに判断値は低くなる）であり，設計基準では炉心損傷しないことからこの値を下回る。 

※14：300℃以上となる場合があるが，炉心損傷と判断し冷却未達を判断する上で問題ない。

※15：基準点は使用済燃料ラック上端 EL.39,377mm（使用済燃料プール底部より 4,688mm）
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第 58－6－3 表 計測装置の警報動作範囲（2／3） 

名 称 警報動作範囲 警報動作範囲の設定に関する考え方 

計

測

装

置

原子炉圧力 
7.39MPa［gage］ 

以下 

スクラム動作を伴わない異常な過渡現象発生時，原子炉圧力容器内の圧力上昇を緩

和し，かつサプレッション・プール水の温度上昇を抑えるため原子炉再循環ポンプ

2 台トリップ及び代替制御棒挿入を行う。

原子炉圧力高スクラム（7.25MPa[gage]）の発生前に本インターロックが動作する

ことなく，かつ事象の早期緩和を図るため，圧力高スクラム設定値に対して計器誤

差を見込んだ原子炉圧力 7.39MPa[gage]以下を設定値とする。
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参考資料

原子炉水位の概要図と計測範囲との関係

原子炉水位の概要図を第 58－6－60 図に，インターロックの概要を

第 58－6－4 表に示す。 

第 58－6－60 図 原子炉水位の概要図




